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開会のご挨拶

東洋医学シンポジウムは、従来、日本東洋医学会学術総会開会前のサテライトシンポ

ジウムとして開催されてきましたが、2015年度からは総会の正式なプログラム（スポン

サードセミナー）として開催することになりました。

本シンポジウムは、歴代のコーディネーターである寺澤捷年先生（千葉中央メディカル

センター）、後山尚久先生（大阪医科大学 健康科学クリニック）が掲げてこられた「こんな

時には漢方を」の基本コンセプトを継承しつつ、「漢方エキス製剤の上手な使い方−困っ

たときの この一手−」と題し、新たな目線で現代医療に漢方エキス製剤を取り入れる、実

践的な方法をご紹介いたします。

明日からの実臨床に役立つシンポジウムとして二部構成としました。第一部は「困った

ときの この一手」と題し、各領域の先生方が日常診療でどのようなことに困り、漢方治

療を取り入れているのか、その具体例を提示していただきます。第二部では、各診療科

で幅広く使用される「五苓散」と「柴胡加竜骨牡蛎湯」を取り上げ、有効例をとおして各処

方の臨床応用と使用目標、すなわち“現代の口訣”を考えたいと思います。
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